

















ド，または複合鎮痛薬を 1 か月に 10 日以上，単一
成分の鎮痛薬，あるいは単一では乱用に該当しない
でエルゴタミン，トリプタン，オピオイド，または
























全人口の 1 ～ 2 ％で，男女比は 1：3.5 で男性より
も女性に多い10）．われわれの研究でも MOH 患者
22 名のうち女性は 21 名，男性は 1 名と女性患者
が多かった11）．Diener と Limmroth 1）の報告では，
MOH 合併前の 1 次性頭痛は，片頭痛が 65％，緊張
型頭痛が 27％，本邦における Imai ら2）の報告でも


















でも MOH 患者 22 名のうち 8 名（36％）でうつ病
の既往があったことから，MOH とうつ病には密接
な関係があるようだ11）．
















　海外では 1990 年から 2005 年の 15 年間でトリプ
タン製剤が原因の MOH が増えてきており，2005
年には MOH 全体の 22％を占めるまでになった17）．
2004 年の Bigal らの報告でもその割合は 18％を占
めている18）．一方，本邦における 2007 年の Imai ら
の報告では 2.1％2），2008 年の Kanki らの報告では
4.7％14）と報告されている．2010 ～ 2011 年に実施し
たわれわれの研究では，トリプタン製剤による
MOH は 22 名中 2 名（9 ％）であった11）．本邦では
欧米諸国に比較しトリプタン製剤の導入が 2000 年
からと歴史が浅いこと14），さらに海外ではトリプタ























































































































お わ り に
　片頭痛患者が MOH を合併する背景には，1 次性
頭痛が MO であること，うつ病の既往があること
図 １　片頭痛における MOH の病態生理
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